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  感染の拡大を防ぐために

　メキシコで発生しているというマスコミ情報が飛び込んだ新型インフルエンザは、豚インフルエン
ザウイルスが人から人に感染する力を得て、感染拡大したものと言われています。
　日本国内での初感染は、兵庫県内で確認され、この感染はまたたく間に拡大し、多くの方々の不安
を引き起こしています。
　今回の新型インフルエンザは、多くの方々が治療を行うことで回復して
いますが、今後、感染拡大の防止策を引き続き講じていくことが大切なこ
とです。
　皆さんに改めて『マスクの着用』、『手洗い』、『うがい』の励行をお願い
します。
○ 咳

せき

エチケット…咳、くしゃみが出る場合には、ティッシュ、ハンカチな
どで鼻や口を押さえ、飛

ひまつ

沫させないように心がけましょう。
○外出時はマスク、帰宅後の「手洗い」や「うがい」を励行しましょう。

●マスクの取り扱い方法
　マスクのフィルターには病原体がついている可能性があるので、使用中
または外すときも、なるべく表面に触らないようにしてください。

●マスクの着け方
　①鼻、口、あごを覆う（特に鼻と口の両方を確実に覆うことを心がける）。
　②鼻部分を鼻すじにフィットさせる。
　③ゴムひもで耳にしっかり固定する。
　④フィットするよう調節する。

●マスクのはずし方
　①片耳のゴムひもを持ち、顔からはずす。
　② 反対側のゴムひもを持ち、顔からはずす（マ
スク表面には触れないように注意する）。

●マスクの捨て方
　使用済みのマスクは、表面に触れないようにビニール袋に入れて口を閉
じるか、ふたのついたゴミ箱に入れるなどの方法で捨ててください。捨て
た後は、ていねいに手洗いを行ってください。

新型インフルエンザ対策新型インフルエンザ対策

●問合先　保健センター　☎48－6000

～知っておきたい知識と対策～②～知っておきたい知識と対策～②
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デキルコトから始めよう！私たちのまちづくり

市民の皆さんの協働事業アイデアを募集 !!

　今回、「協働のまちづくり」の考え方に共鳴す
る市民が中心となり、「市民提案型協働事業発表
会・実行委員会」を組織し、市民の皆さんから
の「協働事業」の募集を行います。
　ご提案いただいた協働事業案の選考は、応募者
間の検討会と投票により順位を付けます。選ばれ
た上位アイデア数点は、「市民提案型協働事業発
表会」で、市に対して公開プレゼンテーションを
行います。市民と行政の目に留まるような素敵な
事業提案を期待しています。この事業アイデアの
キーワードは「協働のまちづくり」です。多くの
市民・市民団体の応募をお待ちしています。
▶ 応募対象者　①市内で活動するボランティア
グループ・市民活動団体・ＮＰＯ法人・自治会・
町内会・企業等の団体②協働のまちづくりに参
加意欲のある個人（市内在住・在勤者）③守谷
の未来を考える学生（市内在住・在学者）
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●応募・問合先
•市民提案事業発表会実行委員会事務局（市役所市民協働推進課内）　内線 135
•市民提案事業発表会実行委員会：高木　090-1268-0269
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みんなできれいなまちを
土砂の流出防止に

ご協力ください

　道路への土砂の流出は、人や
車の通行の支障となるばかりで
なく、側溝や集水枡を詰まらせ、
冠水の原因にもなっています。
　これらをご理解いただき、個
人責任のもと流出防止にご協力
をお願いします。

車乗り入れブロックの

設置防止にご協力を！

　降雨時に道路から側溝への雨
水流入の妨げとなる車乗り入れ
ブロックの設置は、水溜りがで
きるなど人や車の通行に大変支
障を来します。また、車乗り入
れブロックが原因で事故が起き
た場合は、設置者の責任となり
ますので、切り下げ等の措置を
していただくようお願いします。
●問合先　市役所建設課
　　　　　管理Ｇ　内線 252

▶    応募の対象となる事業（平成22年度実施事業）
　 ①提案者と市が協働で取り組むことにより、
地域課題の解決が図られる事業②守谷の価値
を創出することにより、市民満足度が高めら
れる、具体的な効果が期待できる事業③実施
を前提とした事業で、提案者・団体が実施す
ることが可能である事業

※ 学生の提案については、実施を前提としてい
なくても応募の対象とする

▶ 応募締切日　９月４日㈮　17：00
※ 応募書類は事務局窓口で配布、ホームページ
（http://moriya-volunteer.net/kyoudou/）から
もダウンロード可

＜市民提案事業発表会　後援：守谷市＞
▷期日　11 月 1 日㈰　10：00 ～（予定）
▷場所　市民交流プラザ市民ギャラリー（予定）
※詳細は後日広報等でお知らせ
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●手洗いの方法
　流水で軽く手を洗い、石けんを付けます。図を参考にして、十分に手洗いをしましょう。

●うがいの方法
　手を洗ったら、次はうがいです。うがいは、次のようなやり方で行うと、口の中やのどに付いた微
生物を取り除き、一定の効果があると考えられています。
①口の中を「クチュクチュ」
　口に水を含み、そのまま口の中で強めに「クチュクチュ」して、はき出します。
②「ガラガラ」を 15秒
　 口に水を含み、上を向いて 15 秒くらい、なるべくのどの奥まで水が入るように「ガラガラ」して、
はき出します。
③くり返し「ガラガラ」
　 もう一度口に水を含み、上を向いて「ガラガラ」をくり返します。
以上のような『マスクの着用』、『手洗い』、『うがい』を常日ごろから行い、生活習慣として身につけ
るようにしましょう。

　新型インフルエンザかなと思ったら
　新型インフルエンザは、感染力が強いため、感
染が疑われるような場合は、ほかの人への感染を
防ぐために、次のような対応をしてください。
◆新型インフルエンザかな…？
　　　　　　　　⬇
◆ 竜ケ崎保健所（発熱電話相談センター）に電話
する　☎０２９７-６２-２１６１
　 自覚症状などを伝えると、その症状に応じた指
示が保健所からあります。
　　　　　　　　⬇
◆発熱外来で受診
　 新型インフルエンザが疑われる症状のときは、
発熱外来で受診していただくことになります。
感染拡大防止のため、決して、かかりつけの医
療機関などに直接行くことはしないでください。

新型インフルエンザ電話相談窓口
○茨城県庁（24 時間対応）
　☎０２９-３０１-４００１
○竜ケ崎保健所（9：00 ～ 17：00）
　☎０２９７-６２-２１６１
○保健センター（月～金　9：00 ～ 17：00）
　☎４８-６０００
※窓口は感染が収束している場合は、閉じていることもあります

　市内において、新型インフルエンザ感染が確認
されると、急速に感染が拡大する可能性がありま
す。感染防止のため、できる限り人込みへの外出

は自粛したいところです。
　また、生活必需品等を備蓄することは、買い物
など外出の機会を減らすことになりますので、少
しずつでも備蓄するよう心がけましょう。
【備蓄品目等の例】
※備蓄量は、概

おおむ

ね２週間分、準備したいところです
◆長期保存のできる食品
　 米、パックご飯、切り餅、乾麺（そうめん、そ
ば、スパゲティ）、サラダ油、乾パン、クラッカー、
調味料（塩、砂糖、しょうゆ、みそ）、バター（マー
ガリン）、ジャム、ハチミツ、インスタントラー
メン（カップ麺）、乾燥フルーツ（レーズン、プ
ルーン）、イモ類、ナッツ類、レトルト食品（カ
レー、シチュー）、缶詰（さば、いわし、鮭、フルー
ツ）、菓子（チョコレート、キャラメル）、ミネ
ラルウォーター、粉ミルク、離乳食

◆感染予防・感染対策医薬品
　 マスク（不織布製）、うがい薬、消毒用アルコー
ル、手洗い石

せっけん

鹸（薬用）、のど飴
あめ

（薬用）、体温計（複
数）、鎮痛・解熱剤（アスピリン系はさける）、
胃薬・風邪薬などの常備薬、持病の薬、ビタミ
ン剤、ゴム手袋（使い捨て）、水枕（氷枕）
◆生活に必要な日用品
　 洗剤（洗濯・台所）、トイレットペーパー（ティッ
シュペーパー）、保湿ティッシュ、生理用品、
紙オムツ、ビニール袋（ウイルスに汚染された
ゴミの密閉に使用）、防災用ラジオ、懐中電灯、
電池、ろうそく、マッチ（ライター）

①両手の手のひらをよくこする ②手の甲をこすり洗いする

④指の間を十分に洗う ⑤親指と手のひらをねじり洗いする ⑥手首も忘れずに洗う

③次に指先を入念にこする
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　JICA（独立行政法人国際交流機構）では、開
発途上国の国づくりの中核となる多くの研修員
（技術者・研究者・行政官）が研修しています。
市国際交流協会では、研修員を守谷祇園祭（八
坂神社）に合わせて招きます。研修員を迎え入
れてくださるホストファミリーを募集します。

▼日程
　７月25日㈯
　•11:30 ／ログハウス集合
　•11:30 ～ 14:45 ／対面式・昼食・交流会
　•15:00 ～ 16:00 ／アサヒビール工場見学
　※ その後研修員とホストファミリーで一緒に
夏祭りの見学などをします（ホストファミ
リーによる送迎）

　７月26日㈰
　•終日／ホストファミリー対応
　• 16:00 ／ホストファミリーが研修員をＴＸ守
谷駅まで送迎

▼ 申込方法　７月３日㈮までに電子メール（市
　 国際交流協会）で、または電話・窓口（市役所）
で申し込む

▼申込・問合先
•MIFA（守谷市国際交流協会） mifa@fureai.or.jp
•市役所市民協働推進課　内線 133

認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い

裁
判
所
事
務
官
Ⅲ
種
試
験

◇日　　時　８月１日㈯　９:30 ～ 13:00
　　　　　　　　　　　※受付は９:15 ～
◇場　　所　保健センター２階　栄養指導室
◇応募資格　市内在住の４・５歳児とその保護者
◇募集人数　18 組 36 名（１家族２名まで）
◇内　　容
　 食生活改善推進員の指導のもと、栄養バラン
スを考えた郷土料理を作る
◇費　　用　親子１組 500 円程度
◇応募方法
　 はがきに住所、氏名（保護者と児童のふりが
なも明記）、年齢（児童のみ）、電話番号を記
入し、７月 15 日（必着）までに応募する
※ 決定通知は７月 17 日に発送予定／応募多数の
場合は抽選／託児はありません
◇応募・問合先
　 地域子育て支援センター・夢っ子　☎ 45-2462
　「食育事業（Ⅱ）係」　
　〒 302-0117　守谷市野木崎 1947-2
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で

作
る
ピ
ザ
▼
持
参
品

　
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・
手

ぬ
ぐ
い
タ
オ
ル
▼
主
催

　
市
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
▼
申

込
方
法

　
７
月
６
日
㈪
以
降
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

※
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

食育事業（Ⅱ）
「郷土料理」を知ろう！ 味わおう！「郷土料理」を知ろう！ 味わおう！

参加者募集‼参加者募集‼

JICA研修員のホストファミリー募集
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な
お
、
今
回
の
調
査
に
あ
た

り
調
査
費
用
を
請
求
し
た
り
、

水
道
管
等
の
修
理
を
す
す
め
た

り
、
工
事
を
請
負
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
業
務
名

　
Ｈ
21
上
水
設
計
第

２
号
▼
調
査
期
間

　
６
月
10
日

〜
７
月
31
日
▼
対
象
地
区

　
松

前
台
一
〜
三
丁
目
全
域
▼
調
査

業
者

　
㈱
日
水
コ
ン
　

▼
問
合
先

　
上
下
水
道
事
務
所

業
務
Ｇ
　
☎
48
|
１
８
４
２

　
人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

お
知
ら
せ

お知らせ

◎
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

　
入
園
し
て
い
る
子
を
持
つ
保

護
者
に
対
し
て
市
町
村
民
税
の

所
得
割
額
に
応
じ
て
支
払
わ
れ

る
制
度
で
す
。
６
月
中
に
幼
稚

園
か
ら
申
請
書
が
届
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
の
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
る
方
で
、
幼
稚
園
か
ら
申
請

書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
児
童

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
私
立
幼
稚
園
児
保
育
料
補
助

　
所
得
に
関
係
な
く
一
律
で
月

額
２
０
０
０
円
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
個
人
で
の
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ど
ち
ら
の
補
助
金
も
３
月

（
年
度
末
）
に
幼
稚
園
を
通
じ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
先

　
市
役
所
児
童
福
祉

課  

児
童
福
祉
Ｇ  
内
線
１
５
５

　
給
水
管
布
設
替
工
事
（
松
前

台
地
内
）
設
計
の
た
め
の
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
給
水
管
の
管
種
や
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
を
確
認
す

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
敷
地
内
に

立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
業
者
は
市
が
発

行
す
る
身
分
証
明
書
を
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、
確
認
が
必
要

な
方
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

私
立
幼
稚
園
の
入
園
・
保
育

料
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す

現
地
調
査
の
お
知
ら
せ

人
権
相
談
所
開
設

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　
７
月
３
日
㈮

午
後
１
時
〜
４
時
　
市
役
所
１

階
小
会
議
室
前
※
事
前
予
約
は

不
要
。
相
談
は
無
料
▼
相
談
内

容
　
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る

問
題
／
金
銭
貸
借
・
借
地
・
借

家
・
境
界
・
農
地
・
登
記
問
題

／
相
続
・
親
族
・
扶
養
・
結
婚
・

戸
籍
問
題
／
児
童
・
生
徒
の
い

じ
め
問
題
／
そ
の
ほ
か
人
権
に

関
す
る
こ
と
▼
相
談
員

　
法
務

局
担
当
官
・
人
権
擁
護
委
員

▼
問
合
先

　
市
役
所
市
民
協
働

推
進
課
　
人
権
推
進
室
　
内
線

１
３
７

▼
日
時

　
７
月
15
日
㈬
・
16
日

㈭
・
27
日
㈪
、
８
月
24
日
㈪
・

25
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
▼
内

容
　
授
業
の
体
験
実
習
等
（
機

械
技
術
科
、
自
動
車
整
備
科
、

情
報
技
術
科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

制
御
科
）
▼
申
込
方
法

　
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
|
８
４
１
|
３
５
５
１

０
２
９
|
８
４
１
|
４
４
６
５

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　市では、ペット霊園の設置及び管理が適正に
行われるよう、公衆衛生上市民に与える不安を
解消し、市民の生活環境の保全に資するため「守
谷市ペット霊園の設置の許可等に関する条例」
の策定を進めています。策定に当たり、市民の
皆さんのご意見を募集し、考慮したうえで策定
します。
　なお、皆さんからいただいたご意見内容やそ
れに対する考え方を公表します。

▼公表案
　守谷市ペット霊園の設置の許可等に関する条例（案）

▼  案の公表窓口　市役所総務課、市民協働推進
課、生活環境課、中央・郷州・高野・北守谷
の各公民館、文化会館、保健センター
※市のホームページでも閲覧可

▼意見を提出できる方
•市内在住・在勤・在学の方
•市内に事務所・事業所がある方及び法人、団体
•市に納税義務のある方及び法人、団体

▼意見の提出期限　７月 24 日㈮

▼意見の提出方法
　 住所・氏名・電話番号を記入した意見書（様式
なし）を持参、または郵送・FAX・電子メー
ルのいずれかの方法で、提出期限内に提出する
※口頭での意見は受け付けることができません

▼提出・問合先　市役所生活環境課　生活環境G
　内線 143　 kankyou@city.moriya.ibaraki.jp
　 45-6527

「守谷市ペット霊園の設置の許可等に
　　　　関する条例（案）」に対する意見
「守谷市ペット霊園の設置の許可等に
　　　　関する条例（案）」に対する意見

パブリック・コメント
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　多様化する侵入盗の犯罪手口。深夜や薄暮時のみならず、最近は日中にも犯行に及ぶケー
スが報告されています。そこには、下見を行い、狙いを定める侵入者の姿が感じられます。
我が家を「狙われにくい家」にするにはどのような点に注意したらよいのでしょうか？

地域で安全・安心なまちづくりを目指して
●問合先　市役所市民協働推進課　安全・安心対策室　内線138

 侵入者の下見：チェックは３つ！
１. 留守かどうか
　インターホンで実際に呼んだり、郵便物や手紙が
たまっているかなどを確認しています。
２. 侵入し易いかどうか
　庭木等の植栽、人目を遮
る塀など死角があるか、足
場となる室外機の位置、ク
レセント錠のみの 1階窓等
がないかを確認しています。
３. 逃げやすいか
　駅に近い、高速道路のインターが近いなど。また、
立ち話をしている人がいるか、通行量が多いかなど
人目を気にします。
 侵入者の心理：犯行をあきらめるとき
１. 侵入に手間取る
　警察庁の調査によると、侵入に 5分かかると約 7
割があきらめ、10 分かかると 9割以上があきらめる
というデータがあります。
２. 声を掛けられた
　侵入者は「近所づきあいがよく、連帯感のある住
宅街」を嫌います。犯行をあきらめた理由の多くが、
近所の人にジロジロ見られたり、声を掛けられたり
したことです。
 狙われにくい家にするために
　犯行の手口や心理からわかる重要なポイントは、
「時間」と「人目」です。

１. 侵入に時間をかけさせる手立てを施す
• 補助錠を取り付ける（ワンドア・ツーロックが防
犯の基本）
•小窓や腰高窓には面格子を付ける
• 窓ガラスを強化する（防犯フィルムの貼付・防犯
ガラスの使用）
• サムターン（室内側の施錠つまみ）カバーを付け
る（ピッキング対策）
• 車の駐車位置や物置、室外機等が侵入口の足場に
ならないように注意する
２. 死角をなくす／死角をカバーする
•植栽のこまめな剪定
•フェンスなどはメッシュタイプにする
• センサーライト、防犯カメラ、窓用防犯ブザーの設置
３. 戸締りの励行、留守を悟られない工夫
• 照明やテレビなどをタイマーを使って点灯させて
在宅を装う
• 長期間の留守には新聞を止める。郵便物は局留め
の申請をする
４. 近所の目は最大の防犯
　日ごろからご近所とあいさつを交わし、お互いの
留守を気にかけ、犯罪情報等を近所で共有するなど
して信頼関係を築いておくことがとても大事です。
不審者を見かけたら「何か御用ですか」と一声掛け
るなど、地域ぐるみで防犯意識を育みましょう。
　良好なご近所づきあいは「狙われにくい家」をつ
くる重要な条件です。

防犯

交 　 通

守谷市の交通事故発生状況（５月）　　件数 28件　　死者数　０人　　負傷者数 37人

○暴走族を追放する環境づくりをすすめましょう
　地域における一声運動、警察への通報、情報提供を積極的に実施しましょう。

○家庭内での対話を大切にしましょう
　暴走族をはじめ、非行を防止するためには親子の対話が大切です。
　 特に暴走族は暴力団の予備軍的な存在にもなっています。家庭にお
ける対話と思いやりを大切にしましょう。
○不正改造は絶対にやめましょう
　 車両を不正に改造することは法律で禁止されています。不正改造車
両には「整備拒否、ガソリン不買」の運動を推進しましょう。
●問合先　取手警察署　交通課　☎0297－77－0110

空き巣・ドロボーから狙われにくい家にするために

暴走を しない！ させない！見にいかない！

我が家の
防犯対策
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タ
ー
の
見
学
会
（
岩
槻
IC
）
▼

申
込
方
法

　
申
込
書
（
申
込
先

に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
７
月
13
日
㈪
必
着
で
郵
送

す
る

▼
申
込
・
問
合
先

　
東
日
本
高

速
道
路
㈱
谷
和
原
管
理
事
務
所

☎
52
|
２
８
２
０
　
〒
３
０
０

|
２
４
３
５
つ
く
ば
み
ら
い
市

筒
戸
１
６
０
６

　
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
茨
城
県
支
部
で
は
オ
ス
ト

メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
練
事
業
の

一
環
と
し
て
次
の
と
お
り
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

開　　催

開
　
　
催

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
で
は
、

高
速
道
路
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
お
う
と
市
内
の
小
学
４
〜
６

年
生
の
親
子
ペ
ア
の
方
を
対
象

に
高
速
道
路
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時

　
７
月
26
日
㈰
午
前
10

時
〜
（
雨
天
決
行
）
▼
対
象

　

小
学
４
〜
６
年
生
の
親
子
20
組

40
名
※
多
数
の
場
合
抽
選
▼
内

容
　
高
速
道
路
の
建
設
現
場
・

維
持
管
理
、
道
路
管
制
セ
ン

▼
日
時

　
７
月
19
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
▼
会
場

　
牛
久

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１

階
大
講
座
室
　（
牛
久
市
柏
田

１
６
０
６
|
１
）
▼
内
容

　
人

工
肛
門
・
人
口
膀ぼ

う
こ
う胱
保
有
者
の

た
め
の
講
習
会
①
講
演
会
「
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
（
佐さ

さ々

木き

信の
ぶ
こ子

講
師
）」
②
ス
ト
ー
マ

用
装
具
展
示
・
説
明
③
体
験
交

流
会
▼
参
加
費

　
１
０
０
０
円

（
資
料
代
他
）
▼
申
込
締
切
日

７
月
12
日
㈰

▼
申
込
・
問
合
先

　
㈳
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部
南

部
地
区
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
２
９

７
|
62
|
２
１
４
３

夏
休
み
高
速
道
路
親
子
見
学
会

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

暮 らしのコーナー

　高齢者が「全国からあなたが選ばれました」
などと電話で勧誘され、40 万円近くの掛軸を
契約させられるトラブルが増えています。
　掛軸に関する相談は増加傾向にあり、2008
年度の相談のうち契約者の半数以上が 80 歳
以上で、平均は 78.6 歳と高齢の方の被害が非
常に多くなっています。
　相談事例をみると、「“有名な寺院の高僧の
直筆”とのことだったが、寺院に確認したと
ころ、そのような事実はないと言われた」と
いった虚偽の説明や、消費者が断ると「罰が
当たる」と脅す、さらには判断不十分者に契
約させるなど、販売方法に問題があるケース
が多いようです。
◎消費者へのアドバイス
１ ．高齢者を狙った悪質な勧誘が目立つので、
家族や近所の方など周囲の人が日ごろから
気を付けるようにしましょう。
２ ．あいまいな返事はトラブルのもと。必要
ないのであれば「契約はしません」ときっ
ぱり断りましょう。
３ ．断りきれずに契約してしまったら、家族
や消費生活センターにすぐ相談しましょう。

【相談先】市消費生活センター　☎ 45-2327
　月～金　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00

高齢者が狙われている！
　「掛軸」の電話勧誘にご注意！

　広報もりや４月10日号掲載の古紙（雑がみ）
の出し方に関して、一部変更になりました。
●カップ・筒類について
　カップ麺等の紙容器、クレンザー等の紙容
器は、近年、耐水加工してあるものが多いの
で、古紙（雑がみ）としてではなく、可燃ご
みとして出してください。
●シュレッダーごみについて
　紙袋等に入れて、出すようにお願いをして
いましたが、中身が確認できるよう、透明の
ビニール袋に入れて出してください。
※ 市指定「不燃ごみ」「あき缶」「あきビン」
の袋（透明の袋）も使用できます
●ノンカーボン紙（複写式のもの）について
　雑がみとして出してください。

　薬物乱用問題は最も深刻な社会問題のひとつと
なっています。この問題に対する意識を高めるた
め、啓発資材の配布・国連支援募金を実施します。
薬物乱用防止「ダメ。ゼッタイ」にご協力ください。

▼日　時　６月 27 日㈯　14:00 ～

▼場　所　ジョイフル本田　守谷店

▼問合先　竜ケ崎保健所衛生課　☎0297-62-2163

▼日　時　７月 24 日㈮　９:30 ～ 15:30
　　　　　※昼休み中も実施します

▼会　場　守谷市役所大会議室

▼協　賛　守谷ライオンズクラブ
　　　　　竜ケ崎法人会守谷市地区会

▼問合先　保健センター　☎ 48-6000

こころと命のボランティア　
皆さんのご協力をお願いします

薬物乱用防止「ダメ。ゼッタイ」キャンペーン

古紙（雑がみ）の出し方の一部変更について古紙（雑がみ）の出し方の一部変更について
●問合先　市役所生活環境課生活環境Ｇ  内線143・144

献血



※毎週日曜日は総合窓口課の窓口が開庁（8：30～ 12：00 ・13：00～ 17：15）しています
※中央図書館の木曜日の開館時間は13：00～ 18：00です

機　関　名 電話番号 FAX番号

市役所（代表） 45-1111 ̶

　　秘書課 45-2240
45-6529　　企画課 45-2309

　　総務課 45-1883
　　財政課 45-1795

45-2590　　税務課 45-1564
　　収納推進課 ̶
　　総合窓口課 ̶

45-6525
　　国保年金課 ̶
　　市民協働推進課 ̶ 45-6526
　　会計課 ̶ 45-1113
　　経済課 45-2096 45-5703
　　消費生活センター 45-2327 45-1286
　　農業委員会 ̶

45-5703
　　学校教育課 45-2195
　　生涯学習課 45-2174
　　指導室 45-2184
　　社会福祉課 45-1691

45-6527
　　介護福祉課 45-1744
　　地域包括支援センター ̶
　　児童福祉課 45-1679
　　生活環境課 45-5339
　　都市計画課 45-1963

45-2804
　　建設課 45-2094
　　議会事務局 ̶ 45-6528
上下水道事務所 48-1842 48-6087
保健センター 48-6000 48-6319
保健センター（諸証明収納担当） 48-1133 20-6201
中央図書館 45-1000 45-7500
中央公民館 （仮予約☎ 48-6732） 48-6731 45-8003
郷州公民館 （仮予約☎ 48-6724） 48-6711 46-0310
高野公民館 （仮予約☎ 45-5419） 45-5411 20-6311
北守谷公民館 （仮予約☎ 48-2606） 47-0111 47-0112
文化会館 48-7911 20-6017
もりや学びの里 48-0525 45-0625
国際交流研修センター 48-2255 48-2255
市民活動支援センター 46-3370 46-3320
テニスコート受付 45-0271 ̶
学校給食センター 48-0253 48-5388
北守谷児童センター（キ・ターレ） 45-2278 45-4062
南守谷児童センター（ミ・ナーデ） 21-1224 21-1277
家庭児童相談室 45-2314 45-2920
地域子育て支援センター 45-2462 48-8804
土塔中央保育所 48-1876 48-8799
北園保育所 48-4897 48-8794
もりやファミリー・サポート・センター 45-2432 45-2705
障害者福祉センター 45-9801 45-9802
こども療育教室 47-0220 ̶
いきいきプラザ・げんき館 45-2940

48-5554
社会福祉協議会 45-0088
（社）シルバー人材センター 48-8591 48-8965
守谷地区交番 46-0110 ̶
久保ケ丘交番 48-0110 ̶
南守谷交番 45-0110 ̶
守谷消防署 46-0119 48-1981
守谷消防署南守谷出張所 20-0119 ̶
常総運動公園 48-5675 45-7365
白寿荘 48-3217 48-2503
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※法律相談は、同一事案の相談は受け付けて
　いません

法律相談 21 日
 9：00 ～ 12：00

市役所

14 日 9：00 から要予約
☎ 45-1249

－

☎ 0120-783018

１週間前までに要予約
☎ 48-6000

☎ 45-2314

☎ 45-0088 

☎ 48-5555

☎ 45-2327
12：00 ～ 13：00 は除く
要予約
☎ 45-1111 内線 172 ～ 176

保健センター

家庭児童相談室
（市民交流プラザ内）

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

消費生活センター
（市役所内）

市役所介護福祉課

13 日
13：00 ～ 16：00
日・月・水・金曜日
 9：00 ～ 16：30

 2 日
13：30 ～ 15：30

月～金曜日
 8：30 ～ 17：00

14：00 ～ 16：00
●ふくし 6 日
●年金・労務 13 日

金曜日
10：00 ～ 15：00
月～金曜日
 9：00 ～ 16：00
火曜日
10：00 ～ 17：00

行政相談
教育相談
（ラポールルーム）

こころの
健康相談

家庭児童相談
心配ごと
相　　談
電話相談
消費生活相談
生活機能相談

7月の各種相談7月の各種相談

火～金曜日
 8：30 ～ 17：15不登校相談 学びの里内 ☎ 45-2655

 9 日（第 2木曜日）
13：00 ～ 17：00若者就労支援相談 要予約 いばらき若者サポステ

☎ 029-259-6860中央公民館

8

１水 
２木  空き缶・ビン収集日
３金 人権相談所（13：00 ～　市役所）
４土 もりやをきれいにしよう会（9：00　立沢・野口橋前集合）
 社会を明るくする運動映画会（13：30 ～　中央公民館）
５日 市民のための防犯講座（10：00 ～　中央公民館）
６月 粗大ごみ戸別収集申込期間（～ 10 日） 図書館休館日
７火 こころのリハビリ（・21 日 9：30 ～　保健センター）
 おはなし会（･ 10 ･ 11 ･ 15 ･ 25 日 11：00 ～　中央図書館）
８水  粗大ごみ戸別収集日
９木  紙・布類収集日
10 金 
11 土 小貝川クリーン作戦（9：00 ～） 守谷親子読書の日
12 日 芸能大会（9：00 ～　中央公民館）
13 月  図書館休館日
14 火
15 水 
16 木  空き缶・ビン収集日
17 金 おひざでだっこおはなし会（11：00 ～　中央図書館）
18 土 
19 日 
20 月 海の日 各公民館休館日
21 火 初心者水泳教室（～ 24 日　常総運動公園室内温水プール）
  粗大ごみ戸別収集申込期間（～ 24 日） 図書館休館日
22 水  粗大ごみ戸別収集日
23 木 夏休み子ども自然体験教室（～24 日  県立中央青年の家） 紙・布類収集日
24 金 献血（9：30 ～　市役所）
25 土
26 日 親子クッキング（・31 日 9：30 ～　保健センター）
27 月 小学生ソフトテニス教室（～ 31 日 13：00 ～  御所ケ丘小体育館） 図書館休館日
28 火
29 水 中学生富士登山（～ 30 日）
 社会を明るくする運動講演会（13：00 ～　中央公民館）
30 木 
31 金  固定資産税・都市計画税2期、国民健康保険税1期、
  後期高齢者医療保険料1期納期限 
  自主防災組織リーダー研修会（13：30 ～　中央公民館） 図書館休館日


